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ステムで行われていたが， このたび処理能力と機能の向上をはかるためにACOSシリーズ 77 
NEACシステム 1o o(以下 S7 0 0と略す）にt置き換えられることになった。同機は昨年 9月






る。 N500に接続されていた端末の一部は既に S700に移されたが， 6月末には全端末の移行が
完了する予定である。この S700ではN500と違って， TSS端末より会話的にプログラムの入出
力をし，実行のみをパッチ処理で行うこともできる（会話型リモートバッチ）し， 1 1月 16日
からはカード受付けによるパッチ処理のサービスも開始している。バッチジョブの制限値はCP
u時間 60分，，メモリ容量 105Kワード (42OKパイト）等NEACシリーズ 2200モデル 700
（以下N700と略す）による B ジョプと Cジョブの中間の値が暫定的に設定されているが，こ
の制限を満足する CジョブであればS700で処理させた方が返却日数は短かい。
S7 o oはCPU処理能力 l.lMIPS,最大記悩容量 4,09 6Kバイト，チャネル最大転送能力
17.6Mバイト／秒，最大 4マルチプロセッサまで可能な計算機システムである。 MIPS という
単位はMillion Instruction Per Second の略で，そのCPUが平均 1秒間に命
令を何百万回実行できるかということを示しており， CPUの性能を示すひとつの尺度として用い
られている。 N500,N700のCPUの演算速度はギプソンミックス (SGM)で表わすと，4.6μ
秒， 0.8 3μ 秒なので，演算能力は各々 0.22MIPS, 1.2MIPSということができる（参考まで
に IBM37 0/158は0.56MIPS である）。従って S7O 0/邸 500の約5倍， N700とほぼ同
程度の演算能力があるといえる。




































すなわち， I S Sとはプログラムとデータを含めた情報の共同利用が可能なシステムで，
さまざまな情報を一元的に管理し，場所，時，人の如何を問わず，必要な情報を目的に応
じ最適に利用できるとともに，システムの性能を高めることができる。








































































てIDS(Integrated Data Stove)とADBS(Advanced Data Base 



















ユーザがデータベースをターミナルから会話的に検索・処理できるための IDQ (IDS 
Data Query), MDQ(Management Data Query)システムがある。
I S S実現のためには上述した各種機能とともに大屋の情報を格納し高速にアクセスで






S700ではオペレーティング・システム ACOS-6(Advanced Comprehensive 





















リモート I会話 型 トランザクション
HCMIローカル 1バッチ Iリモートバッチ ITS s I 処 理
憚阻 パッチ
RBE TSE I TPE 














































本年 4 月 1 日から豊中地区データ• ステーションにおいて N6240 データ• ステーシ
ョン（コンヒ゜ュータ端末）によるオープン入力が行なわれている。本サービスはACOS-
6のリモートパッチ機能を利用したものである。
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